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1. はじめに

温暖化に伴う海氷の消失により、物理化学的に閉鎖さ

れていた北極海と隣接海域が完全に連結し生物の往来が

活発に生じることで、北極海の固有の海洋生態系が失わ

れることが危惧されている[1]。この変化を捉えるには、北

極海と隣接海域の生態系の現状を把握することが必須で

ある。現在、北極海は、殆どの季節海氷に閉ざされており

砕氷船などの限られた設備でのみ調査地点に到達するこ

とが可能であるため、現場での調査データは稀少である。

無人探査機（ROV）や自律型の海中ロボット(AUV 等)は、

画像情報によって操作される調査ツールであり、ネット

などを含む曳航体では解明できない海中の状況や生態系

の調査を可能にする。北極海でも、既にそれらの活用によ

って未解明だった生物種の分布が明らかとなっている

[2][3]。近年では、国内外で北極域の調査を進める動きが

活発になっており、より発展的な ROV や AUV の活用が

期待されている。これらの技術の発展には、画像処理や解

析の高度化が不可欠であり、特に、障害物や生物などの調

査対象物を判別する画像認識技術はその中核を担う。ゼ

ラチン質動物プランクトンは、全球的に卓越するプラン

クトンであるが、遊泳速度が比較的遅く探査機映像での

生物検出及び追跡モデルのテスト生物として最適である。

これらの背景から、現在我々は、ROV によって撮影され

た北極性のゼラチン質動物プランクトンの画像と地球シ

ミュレータのGPUノードを活用して深層学習による生物

の自動検出技術の開発に取り組んでいる。 

2. ゼラチン質動物プランクトンの検出モデル開発 
本研究では、米国の沿岸警備隊が保有する砕氷船

HEALY の 1601 航海で実施されたROV/Global Explorer の
潜航映像からモデル開発に使用する学習データを整備し

た。学習データの作成は、海洋研究開発機構（以下機構と

いう）国際海洋環境情報センターのデータ基盤技術開発

グループと共同で行い、動画内に出現したゼラチン質動

物プランクトンの画像キャプチャに対し矩形を付与した

物体検出用アノテーションデータを作成した。アノテー

ションデータの作成には、機構の超先鋭研究開発プログ

ラムで共同開発を進めている生物画像データのフィール

ドアノテーションシステム Squidle+を使用した。フィージ

ビリティスタディとして、モデル開発には Dryodora 
glandiformis, Rudjakovia plicata, Beroe cucumis, Dimophyes 
arctica, Appendicularia, Euplokamis, Aeginopsis laurentii, 
Nudaulacoctena arctica, Sminthea arctica, Marrus orthocanna, 
Bolinopsis infundibulum の 11 分類群のアノテーションデー

タを使用した。これらの、学習データを用い、地球シミュ

レータ内に構築した、YOLOv6 及び YOLOv7 の開発環境

で、８GPU を使用して物体検出モデルのテスト開発を行

なった（例：図１）。いずれのモデルも、現時点で実用的

な精度には及んでいないが、YOLOv6 では種によって検

出率 70%以上と比較的高い検出結果が得られた。今後は、

学習データの拡充やパラメータの調整で精度向上を図る。 
将来的には、モデルの実用性を実証し、ROV や AUV に

搭載することを想定した可搬性の高いGPUマシンでのリ

アルタイム解析テストを実施する予定である。 

図１. YOLOv6 による検出テストの一例 
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